
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （

教科 の目標：

科目 の目標：

評論の基本構造（問題＋解決・結論＋根拠）を整理し、読み進めることができるようにする。

読解力を高めるとともに、自己を向上させ、問題意識をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代文の演習

明治書院『現代文攻略 新読む！問題集１』『現代文攻略 新読む！問題集２』いいずな書店『改訂版　プログレス　現代文総演習　発展編』

評論の基本構造（問題＋解決・結論＋根拠）
を整理し、批判的に読み進めることができる
ようにする。また、自身の考えを広げたり深
化させ、「書くこと」「話すこと」で表現で
きるようにする。

現代文の演習
国語 現代文の演習 2

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

国語

入試現代文における解法の基礎、語彙を身につける。

なし

国語

読解力を高めるとともに、自己を向上させ、
問題意識をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

入試現代文における解法の基礎、語彙を身に
つけ、言語文化に対する理解を深める。
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新復興論（小松理虔）近代の原罪　神
の亡霊（小坂井敏晶）手の倫理（伊藤
亜紗）新世紀のコミュニズムへ（大澤
真幸）
【知識及び技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色
を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適
切さなどに配慮した表現について理解
を深め使う。
【思考力、判断力、表現力等】
・読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考
えて、文章の構成や展開を工夫する。

・主張と論拠、個別と一般化、推
論など、情報と情報との関係を理
解する。
・読書の意義と効用を理解する。
・表記・表現の基本ルールを理解
する。
・接続表現の種類や用法を理解す
る。
・比喩などの表現技法を理解す
る。

【知識及び技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さなどに配
慮した表現について理解を深め使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・読み手の理解が得られるよう、論理の展
開、情報の分量や重要度などを考えて、文章
の構成や展開を工夫している。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準
配当
時数

態

合計

70

共通テスト演習
評論的文章
文学的文章
実用的文章 ○ ○ ○ 11

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで表記・表現の基本ルールを理
解し、正確で分かりやすい文を書く。

・小論文とはどういうものかを理
解する。
・自分の経験の中から意見を導き
出せるようになる。
・小論文の書き方を理解し、実践
し、相互評価する。

【学びに向かう力、人間性等】
・進んで表記・表現の基本ルールを理解し、
正確で分かりやすい文を書こうとしている

○ ○ ○ 14

定期考査 ○ ○ 1

定期考査

共通テストや私大の過去問演習で実践
力をつけること。

これまで学んだことを生かして制限時間内で
正確に解答することができたか

○

【知識及び技能】
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・課題について、自分の考えや事柄を的確に
伝え、読み手の理解が得られるよう、文章の
構成や展開、表現の仕方を工夫している。

・ディスコースマーカーを用い、
内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・自分の考えが的確に伝わるよう
根拠の示し方や説明の仕方を工夫
する。

○ ○

○ ○

文化としての科学（村上陽一郎）学び
とは何か（今井むつみ）
【知識及び技能】
・文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について、その構造や特色などを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体と抽象の文章構造を理解し、作
者の主張を読み取る。

1

・現代の社会や政治について述べ
た文章を読み、自分の意見や考え
を論述する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・相手により伝わりやすい表現方
法を理解する。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○

○ ○定期考査

【学びに向かう力、人間性等】
・学習課題に沿って論理の展開を分析
しようとする。

・筆者が自説を述べるための論の進め方を捉
え、具体例と主張との関係を押さえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・書き手の意図を積極的に解釈し、それに対
する自分の考えを書いて伝えようとしてい
る。


